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Analytics Acceleratorを使用して、 EDB Postgres ®上に構築された分析機能を探索してください。このア
クセラレータは、コアコンセプトの理解、EDB Postgres ® Lakehouseなどの主要テクノロジーの探索、EDB
Hybrid Manager (HM)を使用した分析の実装方法の習得に役立ちます。

最新のデータアーキテクチャとオープンスタンダードを Postgresの信頼性と柔軟性と統合し、貴重な洞察
を引き出すお手伝いをします。
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第1章 Introduction

1.1 分析アクセラレータの操作
アクセラレータはコンテンツを次の 4つの領域に整理します。

• 概念の基礎分析の原則と EDBのアプローチについての理解を深めます。

• EDBコア分析テクノロジー当社の分析サービスを強化する EDBソリューションとテクノロジーに
ついて学習します。

• 実用的なガイダンスとソリューションユースケース、ペルソナベースのガイド、ハウツー記事、チュー
トリアルを見つけます。

• 製品固有の実装 EDB Hybrid Managerなどの EDB製品でこれらの分析機能がどのように表示され、
管理されるかについてのドキュメントにアクセスします。

1.2 概念的基礎
最新のデータ分析と EDBのアプローチの背後にある原則と戦略を理解します。

• Generic analytics concepts

データアーキテクチャ (データウェアハウス、データレイク、レイクハウス)と基礎テクノロジー (列指向
ストレージ、ベクトル化エンジンなど)について学習します。

• EDB analytics concepts

EDBの Postgres ® 分析に関するビジョンと、 EDBがコアテクノロジーをどのように活用しているかをご
覧ください。

• Explained: Analytics

EDBの分析機能、設計上の選択肢、高度なトピックに関する詳細な説明を確認します。(近日公開)

1.3 EDBコア分析テクノロジー
EDBの分析テクノロジーとそれが Postgres ®をどのように拡張するかについて学びます。

• EDB Postgres Lakehouse

オブジェクトストレージの分析を可能にするための EDB Postgres ® Lakehouseソリューションとそのコ
ンポーネントを確認します。

• Apache Iceberg
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EDBソリューションが Apache Icebergを使用して大規模な分析データセットを管理する方法について理解
します。

• Delta Lake

EDB Postgres ® が Delta テーブルと連携して信頼性の高いデータレイクを実現する方法について学習し
ます。

• EDB Postgres分散 (PGD)と階層化テーブル

EDB Postgres Distributed (PGD)と Lakehouse機能を使用してストレージ層全体でデータを管理し、コスト
とパフォーマンスを最適化します。

1.4 実践的なガイダンスと解決策
ニーズに合わせて EDBの分析機能を適用します。

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

DBA、DevOpsエンジニア、データサイエンティスト、アプリケーション開発者向けの学習パスに従って
ください。

1.5 製品固有の実装
EDB分析の概念とテクノロジーが EDB製品にどのように実装されているかを確認します。

• Introduction

EDBハイブリッドマネージャーの分析機能に関するドキュメントをご覧ください。これには、HM Lakehouse
クラスター、HMでの Iceberg、Delta、階層化テーブルの使用、HM固有のチュートリアルが含まれます。

1.6 どこから始めるか
• コアとなる考え方を理解するには、Generic analytics conceptsと EDB Postgres Lakehouseから始めて
ください。

• 可能な場合は実用的なガイダンスを調べます。

• EDB Hybrid Managerを使用する場合は、製品固有のドキュメントを使用します。

Postgres Lakehouseは、さまざまなテクノロジーを使用して構築されています。

• PostgreSQL

• Seafowl、分析データベース

• Apache DataFusion、Seafowlで使用されるクエリエンジン

• Delta Lake (特に delta-rs )は、デルタテーブルの保存および取得レイヤーを実装します。

4 第 1章 Introduction

https://seafowl.io/
https://datafusion.apache.org/
https://delta.io
https://github.com/delta-io/delta-rs
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1.6.1 レベル 100

Postgres Lakehouseについて理解すべき最も重要な点は、ストレージとコンピューティングが分離されてい
ることです。この設計により、ストレージとコンピューティングを独立してスケーリングできるため、ク
エリが予測不可能でスパイクが発生する分析ワークロードに最適です。接続されたハードドライブにデー
タを保持するためだけに、マシンをほぼアイドル状態にしておくのは望ましくありません。その代わりに、
データをオブジェクトストレージ（しかも高度に圧縮可能な形式）に保存し、必要な時にクエリを実行す
るために必要なコンピューティングリソースのみをプロビジョニングできます。

図 1: Level 100 Architecture

コンピューティング側では、ベクトル化されたクエリエンジンが Lakehouseテーブルをクエリするように
最適化されていますが、完全な互換性のために Postgresにフォールバックします。

ストレージ側では、Lakehouseテーブルは分析用に最適化された、高度に圧縮可能な列指向ストレージ形
式を使用して保存されます。

1.6.2 レベル 200

これらのサービスがどのように組み合わされているかを示す、もう少し包括的な図を以下に示します。

図 2: Level 200 Architecture

1.6. どこから始めるか 5
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1.6.3 レベル 300

以下は、「箱の中身」のより詳細な拡大図です。

図 3: Level 300 Architecture

6 第 1章 Introduction
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第2章 Quick start

このクイックスタートでは、次のことを行います。

1. Lakehouseノードを作成します。

2. 好みの Postgresクライアントを使用してノードに接続します。

3. オブジェクトストレージ内のサンプルデータ (TPC-H、TPC-DS、Clickbench、または 1BRC)をクエ
リします。

詳細と高度な使用例については、 PGAA functions referenceを参照してください。

2.1 導入
Postgres Lakehouseは、 EDB Postgres ® AI Platform上でプロビジョニングできる新しいタイプの Postgres
クラスタ（実際には 1ノードのみ）です。Apache DataFusionをベースにしたベクトル化クエリエンジンを
搭載しており、オブジェクトストレージ内の Lakehouse列指向テーブル（ Delta Lake protocolを使用）に
対する高速クエリを実現します。

2.1.1 知っておくべきこと
詳細については、関連概念および PGAA functions referenceを参照してください。ただし、知っておくべ
き主なポイントは次のとおりです。

• Postgres Lakehouseノードは一時的です。

• Postgres Lakehouseノードは、オブジェクトストレージ内のベンチマークデータセットをクエリする
ように事前構成されています。

• Postgres Lakehouseは通常は読み取り専用ですが、それ以外はすべての有効な Postgresクエリをサポー
トします。

• システムテーブルは書き込み可能なので、ユーザーとロールを作成できます。これらのテーブルはア
タッチされたブロックストレージに保存されるため、インスタンスの再起動後も保持され、バック
アップ/リストア操作の一部として保存されます。Lakehouseテーブルは最終的にオブジェクトスト
レージに保存されるため、バックアップには含まれません。

2.1.2 基本的なアーキテクチャ
次の図は、Lakehouseノードのボックスの内容を示しています。

https://github.com/apache/datafusion
https://delta.io/
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図 1: Level 300 Architecture

2.2 はじめる
HCPポータルにログインしてプロジェクトを作成したら、クラスターを作成できます。

2.2.1 Lakehouseノードを作成する
プロジェクトページで、 [新規作成] > [Lakehouse Analytics]を選択します。

図 2: Create Lakehouse Node Dropdown

分析クラスターの作成ページが開き、テンプレートビルドまたはカスタムビルドを選択できます。

カスタムビルドを選択し、最初から開始を選択します。分析クラスターの作成ページが開き、クラスター
のサイズと構成を選択できます。

8 第 2章 Quick start
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図 3: Create Lakehouse Node Wizard Step 1

図 4: Create Lakehouse Node Wizard Step 2

2.2. はじめる 9
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その後、クラスターページに戻り、作成されたクラスターのステータスを確認できます。クラスターのプ
ロビジョニングには 10～15分かかる場合があります。

いくつかの注意事項:

• パスワードはご自身でご入力ください。安全なパスワードを作成し、パスワードマネージャーに保存
してください。HCPはパスワードを保存しません。

• EDB Postgres Advanced Serverまたは EDB Postgres Extended Serverを選択できます。

• クラスターのシャットダウン時に、NVMeドライブ上のすべてのデータが失われます。

• システムテーブル内の永続データ (ユーザー、ロールなど)は、接続されたブロックストレージデバ
イスに保存され、再起動やバックアップ/復元サイクルを経ても保持されます。

• Postgres 16のみがサポートされています。

2.3 Lakehouseノードの操作
2.3.1 ノードに接続する
EDB Postgres AI Platform から他のクラスターに接続するのと同じ方法で、任意の Postgres クライアント
から Lakehouseノードに接続できます。クラスターの詳細ページに移動し、接続文字列をコピーしてくだ
さい。

例えば、.pgpassの BLOBを ~/.pgpassにコピーします（$YOUR_PASSWORDはクラスターの起動時に指
定したパスワードに置き換えてください）。その後、接続文字列をコピーして、psqlまたは pgcliの引数と
して使用できます。

一般的に、どの Postgresクライアントでもデータベースに接続できます。すべてのイントロスペクション
クエリが機能することを期待しており、機能しないクエリが見つかった場合はバグです。

2.3.2 制約を理解する
• すべてのクラスタは EDB Postgres Advanced Serverまたは EDB Postgres Extended Serverを使用して
います。そのため、接続時にこれらのフレーバーの定型テーブルがインストール内に表示されること
をご承知おきください。

• クエリ可能なデータ（ベンチマークデータセットなど）は、オブジェクトストレージにデルタテーブ
ルとして保存されます。すべてのクラスターは、スケールファクター 1～1000のベンチマークデー
タ（TPC-H、TPC-DS、Clickbench）を含むストレージバケットを参照するように事前にロードされ
ています。

• 現在、AWSのみがサポートされています。BYOA (Bring Your Own Account)はサポートされていま
せん。

• EDB Postgres AIアカウントで有効化されている任意のリージョンにクラスターをデプロイできます。
各リージョンには、ベンチマークデータのコピーが保存されたバケットがあります。そのため、クラ
スターを起動すると、最も近いロケーションのベンチマークデータが使用されます。

• クラスターは一時的なものです。システムテーブル（ロール、ユーザー、権限など）のデータを除き、
ハードドライブにはデータは保存されません。クラスターを再起動するか、クラスターをバックアッ

10 第 2章 Quick start
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プしてから復元すると、これらのシステムテーブルが復元されます。ただし、オブジェクトストレー
ジ内のデータはそのまま残ります。

• クラスターはオブジェクトストレージ内のデータに対する読み取り専用クエリをサポートしていま
すが、ユーザー作成などのためのシステムテーブルへの書き込みクエリはサポートしています。オ
ブジェクトストレージに直接書き込むことはできません。また、テーブルを作成することもできま
せん。

• 独自のデータをオブジェクトストレージにロードする場合は、 Reference - Bring your own dataを参
照してください。

2.4 ベンチマークデータセットを検査する
ベンチマークデータセットを調べてください。すべてのクラスターには、すぐに使用できるベンチマーク
データが用意されています。pgcliを使用している場合は、\dnを実行して利用可能なテーブルを確認でき
ます。

利用可能なベンチマークデータセットは次のとおりです。

• TPC-H、スケール係数 1、10、100、1000

• TPC-DS、スケール係数 1、10、100、1000

• ClickBench、1億行

• 10億行チャレンジ

ベンチマークデータセットの詳細については、Reference - Available benchmarking datasetsを参照してくだ
さい。

2.5 ベンチマークデータセットをクエリする
いくつかの基本的なクエリを実行してみてください。

edb_admin> select count(*) from clickbench.hits;

+----------+

| count |

|----------|

| 99997497 |

+----------+

SELECT 1

Time: 0.945s

edb_admin> select count(*) from brc_1b.measurements;

+------------+

| count |

|------------|

| 1000000000 |

+------------+

(次のページに続く)

2.4. ベンチマークデータセットを検査する 11
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(前のページからの続き)

SELECT 1

Time: 0.651s

！！！注記

詳細な注意事項と構文/クエリの互換性に関する情報については、PGAA functions referenceを参照してくだ
さい。!!!

12 第 2章 Quick start
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第3章 Tiered Tables

階層化テーブルにより、EDB Postgres ®は、「コールド」データをコスト効率の高いオブジェクトストレー
ジに自動的に移動し、「ホット」データをプライマリトランザクションストレージに保持することで、大規
模な時間ベースのデータセットを効率的に管理できるようになります。

このパターンは、データセット全体への完全な分析アクセスを維持しながら、パフォーマンスとコストの
両方を最適化します。

ハイブリッドマネージャー (HM)内で階層化テーブルを実装および管理する方法の詳細については、Tiered
Tablesを参照してください。

3.1 階層型テーブルとは
階層化テーブルは、Analytics AcceleratorアーキテクチャによってサポートされているEDB Postgres Distributed
(PGD)のネイティブ機能です。

次のものを使用して、時間パーティション分割されたテーブルの古いパーティションを PGDからオブジェ
クトストレージ (Apache Iceberg形式)に自動的にオフロードします。

• PGD AutoPartitionによる自動パーティショニングとライフサイクル制御

• オフロードされたデータのクエリとアクセスのための PGAAと PGFS

• ガバナンスと相互運用性のためのオプションのアイスバーグカタログ

その結果、ホット層 (PGD)とコールド層 (オブジェクトストレージ)にわたるデータへのシームレスで透
過的なアクセスが実現します。

関連概念: データ階層化

3.2 EDB分析において階層型テーブルが重要な理由
階層型テーブルは組織にとって次のようなメリットがあります。

• PGD運用ストレージを無駄なく、高パフォーマンスに保つ

• 古いデータをオブジェクトストレージにオフロードすることでストレージコストを削減

• 完全なデータセットへの統一されたクエリアクセスを維持する

• Postgresで OLTPと OLAPの両方のユースケースをサポート

• 履歴分析のためのレイクハウスアーキテクチャを実装する

関連概念: Analytics Accelerator concepts

https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/tiered_tables
https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/tiered_tables
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3.3 EDBが階層型テーブルを実装する方法
コアコンポーネント:

• PGD自動パーティション:

• 時間ベースの新しいパーティションを自動的に作成します

• オフロードのタイミングを制御するために analytics_offload_periodを定義します

• PGFS:

• オフロードされたデータ用のオブジェクトストレージへのアクセスを提供します

• PGAA:

• PGD層と Iceberg層にわたる統一されたクエリを可能にします

• コールドデータ専用のオフロードビュー（table_offloaded）を作成します

• オプションの氷山カタログ:

• ガバナンスとクロスプラットフォームの相互運用性をサポート

クエリの動作:

• 親 PGDテーブルに対するクエリは、ホットデータとコールドデータの両方に自動的にアクセスし
ます。

• PGDクエリプランナーは、WHERE句をプッシュして、ストレージ層間のアクセスを最適化します。

関連概念:

• ストレージとコンピューティングの分離

• ETL/ELT

• OLAP / OLTP

3.4 一般的な使用例

Use case Tiered Tables + Analytics Accelerator

IoT and telemetry Manage large time-series datasets with automated offload
Regulatory and financial
data retention

Cost-efficient storage of historical data with full auditability

Analytical reporting on
historical data

Use Lakehouse nodes to query offloaded data at scale

Hybrid OLTP / OLAP
patterns

Keep current data fast on PGD, analyze large history in Iceberg

14 第 3章 Tiered Tables



Analytics Lakehouse,リリース Q3 2025

3.5 役割ベースのガイダンス
データベース管理者（DBA） Analytics Accelerator for your role: DBA

データサイエンティスト/アナリスト Analytics Accelerator for your role: Data scientist / analyst

DevOps / SRE Analytics Accelerator for your role: DevOps / SRE

アプリケーション開発者 Analytics Accelerator for your role: Application developer

3.6 学習パス
Analytics Accelerator 101: Foundational concepts

Analytics Accelerator 201: Practical application and core solutions

Analytics Accelerator 301: Advanced techniques and optimization

3.7 関連概念
• データ階層化

• ストレージとコンピューティングの分離

• ETL/ELT

• OLAP / OLTP

3.8 次のステップ
ハイブリッドマネージャーユーザー向け Tiered Tables

ハウツーガイド Configure PGFS storage for Tiered Tables

Configure PGD node group for analytics offload

Configure BDR AutoPartition with analytics offload

Query Tiered Tables from PGD and Lakehouse

Analytics Accelerator learning guideでさらに詳しく調べてください。

3.5. 役割ベースのガイダンス 15

https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/tiered_tables
https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/learn/how-to/configure-tiered-pgfs
https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/learn/how-to/configure-tiered-offload
https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/learn/how-to/configure-tiered-autopartition
https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/learn/how-to/query-tiered-tables
https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/learn/
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第4章 Reference - EDB Postgres® AI Lakehouse

HCP Lakehouseは、データに対して分析クエリを実行するための強力なツールです。Postgres上に構築さ
れているため、既存の Postgresに関する知識とツールを活用できます。

Lakehouseを最大限に活用するには、 Quick start に従ってベンチマークデータをクエリしてください。そ
の後、独自のデータと query the delta lake tablesをロードしてみてください。

このセクションでは、知っておくべき重要な事項のいくつかについて詳しく説明します。

• Benchmarking datasets

• Queries in Lakehouse

• Delta Table tools

• DirectScan and fallback modes

• Users

• Loading data

• PGAA functions reference

ストレージの場所を管理するための PGFS関数の詳細については、AI Factory PGFS documentationを参照
してください。

4.1 Benchmarking datasets
Lakehouseノードをプロビジョニングすると、サンプルのベンチマークデータセットを含む AWS us-east-1
のパブリック S3バケットを指すように事前構成されます。

ò 注釈

これらのデータセットにアクセスすると、データ転送のコストが発生し、リージョン間の遅延が発生す
る可能性があります。

これらのデータセット内のテーブルをスキーマ名で参照することでクエリできます。

Schema name Dataset

tpcds_sf_1 TPC-DS, Scale Factor 1
tpcds_sf_10 TPC-DS, Scale Factor 10
tpcds_sf_100 TPC-DS, Scale Factor 100

次のページに続く

https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/learn/how-to/query-delta-lake-tables
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表 1 –前のページからの続き
Schema name Dataset

tpcds_sf_1000 TPC-DS, Scale Factor 1000
tpch_sf_1 TPC-H, Scale Factor 1
tpch_sf_10 TPC-H, Scale Factor 10
tpch_sf_100 TPC-H, Scale Factor 100
tpch_sf_1000 TPC-H, Scale Factor 1000
clickbench ClickBench, 100 million rows
brc_1b Billion row challenge

!!!note「ClickBenchデータに関する注意事項」

データ列 (EventData )は日付ではなく整数です。

ClickBenchの列名には大文字が含まれているため、引用符で囲む必要がありますが、Postgresでは引用符
で囲まれていない識別子は大文字と小文字を区別しません。例：

� select "Title" from clickbench.hits;

� select Title from clickbench.hits; !!!

4.2 Queries
読み取り専用クエリがサポートされています。オブジェクトストレージに直接書き込むことはできません。
これには、Postgresのすべての組み込み関数、ステートメント、および型が含まれます。また、導入する
ディストリビューションに応じて、EDB Postgres Advanced Serverまたは EDB Postgres Extended Serverで
提供されるものも含まれます。

データの挿入、更新、削除、その他の変更はできません。CREATE TABLEはノード上に通常の Postgresテー
ブルを作成するためにのみ使用できます。このノードは一時的なものであり、終了すると破棄されます。
CREATE TABLE... USING PGAAは、S3互換オブジェクトストレージ内の Delta Tablesを参照する外部テー
ブルを作成するためにも使用できます。

独自の ETLスクリプトを使用するか、Deltaテーブルまたは Icebergテーブルへの書き込みをサポートする
サードパーティの ETLプロバイダーを使用して、帯域外でバケットにデータをロードする必要があります。

詳細については、 Loading dataを参照してください。

唯一の例外は、Postgresのシステムテーブル、つまりユーザー、ロール、権限の保存に使用されるテーブル
です。これらのテーブルはローカルブロックデバイスに保存され、バックアップとリストアに含まれます。
そのため、CREATE USER、CREATE ROLE、または GRANT USAGEを使用すれば、これらのユーザー、ロー
ル、権限は再起動やリストア後も保持されます。

4.3 Delta Lake Table tools

4.3.1 Delta Lakeテーブルの作成
deltalake Pythonライブラリの使用

deltalake Pythonライブラリを使用してデルタテーブルを作成し、バケットに書き込むことができます。

18 第 4章 Reference - EDB Postgres ® AI Lakehouse

https://pypi.org/project/deltalake/


Analytics Lakehouse,リリース Q3 2025

lakehouse-loaderユーティリティの使用

また、EDBがこのタスク用に作成した lakehouse-loaderユーティリティを使用して、任意の Postgresイン
スタンスからストレージバケット内の Lakehouseテーブルにデータをエクスポートすることもできます。

たとえば、lakehouse-loaderユーティリティの場合:

export PGPASSWORD="..."

export AWS_ACCESS_KEY_ID="..."

export AWS_SECRET_ACCESS_KEY="..."

# export other AWS envvars

./lakehouse-loader postgres-to-delta postgres://test-user@localhost:5432/test-db -q

↪→"SELECT * FROM some_table" s3://my-bucket/my_schema/my_table

このコードは、test-db データベースの some_table テーブルから my-bucket バケットの my_schema/
my_tableパスにある Deltaテーブルにデータをエクスポートします。

my_schema/my_tableパスの Deltaテーブルを参照する外部テーブルを作成することで、Lakehouseノード
でこのテーブルをクエリできます。実行方法の詳細については、Querying Delta Lake Tablesを参照してく
ださい。

4.4 DirectScan and fallback modes

4.4.1 ダイレクトスキャン
Postgres Lakehouseは、クエリ全体を DataFusion（可能な場合のクエリ処理に使用されるベクトル化クエ
リ）に「プッシュダウン」できる場合に最も高速になります。（今後、部分的なプッシュダウンのサポート
が追加され、よりきめ細かな制御が可能になります。）

Postgres Lakehouseは、クエリを 2つのモードで実行できます。まず、DataFusionベースの専用列指向デー
タベースである Seafowlを使用して、クエリ全体の実行を試みます。Seafowlが JSONなどの PostgreSQL
固有の操作を使用しているなどの理由でクエリ全体を実行できない場合、Postgres Lakehouseは PostgreSQL
エグゼキュータにフォールバックし、Seafowlはテーブルの全内容を PostgreSQLエグゼキュータにストリー
ミングします。

クエリが非常に遅い場合は、それが原因である可能性があります。

4.4.2 EXPLAINを使用してクエリプランを確認する
クエリに対して EXPLAINを実行し、最上位のクエリノードが DirectScanであることを確認することで、
どのモードが使用されているかを確認できます。例：

explain select count from (select count(*) from tpch_sf_1.lineitem);

QUERY PLAN

- ------------------------------------------------------------------------------------

↪→------------------------------------------------------------------------------------

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

↪→------------------------------------------------------------------------------------

↪→-----------

Aggregate (cost=167.52..167.55 rows=1 width=8)

-> Append (cost=0.00..165.01 rows=1001 width=0)

-> CompatScan on "16529" lineitem_2 (cost=100.00..150.00 rows=1000 width=0)

SeafowlPlan: logical_plan

TableScan: tpch_sf_1.lineitem projection=[l_orderkey, l_partkey, l_

↪→suppkey, l_linenumber, l_quantity, l_extendedprice, l_discount, l_tax, l_returnflag,

l_linestatus, l_shipdate, l_commitdate, l_receiptdate, l_shipinstruct, l_shipmode, l_

↪→comment]

(6 rows)

この場合、クエリは PostgreSQLによって実行され、Seafowlはテーブルをスキャンする際にのみ使用され
ます（下部の CompatScanを参照）。この場合の修正方法は、内部の COUNT( *)列に明示的に名前を付け
ることです。Seafowlは暗黙的に count(* )という名前を付けますが、PostgreSQLは countという名前を
使用します。

edb_admin=> explain select count from (select count(*) as count from tpch_sf_1.

↪→lineitem);

QUERY PLAN

- -------------------------------------------------------------------

DirectScan: logical_plan

Projection: COUNT(*) AS count

Aggregate: groupBy=[[]], aggr=[[COUNT(UInt8(1)) AS COUNT(*)]]

TableScan: tpch_sf_1.lineitem projection=[]

(4 rows)

ここで、上部に DirectScanが表示されています。これは、Seafowlがクエリ全体を実行していることを意
味します。

クエリを言い換えて Seafowlで完全に実行できるようにすることが難しい場合は、サポートチケットを開
いてください。

4.5 User management
Lakehouseノードをプロビジョニングする際は、パスワードを入力する必要があります。edb_adminユー
ザーとしてログインするには、このパスワードが必要です。edb_adminユーザーは、ユーザー、ロール、権
限付与を作成できるスーパーユーザーアカウントです。

HCPはこのパスワードを保存しません。

edb_adminの資格情報を共有するか、それを使用して他のユーザーを作成し、それらの資格情報を配布す
ることができます。

20 第 4章 Reference - EDB Postgres ® AI Lakehouse
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4.6 Loading data

4.6.1 独自のデータを持ち込む
Lakehouseノードを、デルタテーブルを含む任意の S3バケットに向けることも可能です。ただし、これを
行うにはいくつか重要な注意点があります。（これらは将来のリリースで解決される予定です。）

注意事項

• テーブルは、その場所内で Delta Lake Tablesとして保存する必要があります。

• Delta Lakeテーブル (または Deltaテーブル )は、いくつかの JSONメタデータを含む Parquetファイ
ルのフォルダーです。

バケットにデータをロードする

lakehouse-loaderユーティリティを使用すると、任意の Postgresインスタンスからストレージバケット内の
Delta Tablesにデータをエクスポートできます。このユーティリティの入手方法と使用方法の詳細について
は、 Delta Lake Table toolsをご覧ください。

詳細については、 querying delta tablesを参照してください。

4.7 PGAA functions reference

4.7.1 概要
インスタンス上のすべての PGAAテーブル、その保存場所、およびパスを一覧表示します。

4.7.2 パラメータ
なし。

4.7.3 戻り値

Column Type Description

schema_name text テーブルのスキーマ
table_name text テーブルの名前
stor-
age_location_name

text テーブルの保存場所の名前

path text 保存場所のテーブルへのパス
managed_by text テーブルを作成したユーザーの名前
format text テーブルの形式（現在は `delta`または `iceberg`）

4.6. Loading data 21
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pgaa.lakehouse_table_stats()

4.7.4 概要
Lakehouse テーブルの最新バージョンのサイズ (バイト単位) とすべてのバージョンの合計サイズを返し
ます。

4.7.5 パラメータ

Parameter Type Description

relation regclass サイズを取得するテーブルの名前

4.7.6 戻り値

Column Type Description

latest_snapshot_size bigint テーブルの最新スナップショットのサイズ（バイ
ト単位）

total_size bigint テーブルのすべてのバージョンの合計サイズ（バ
イト単位）

4.8 PGAA functions reference

4.8.1 pgaa.create_storage_location

概要

S3互換のオブジェクトストレージの場所を参照する新しいストレージの場所を作成します。

パラメータ

Parameter Type Description

name text 保管場所の名前
uri text S3互換オブジェクトストレージの場所のURI（例：

s3://bucket-name`または `s3://bucket-name/prefix）
options json 保存場所のオプション設定

オプション

Option Type Description

access_key_id text 保存場所のアクセスキー ID

次のページに続く
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表 6 –前のページからの続き
Option Type Description

secret_access_key text 保管場所の秘密アクセスキー
session_token text 保存場所のセッショントークン
region text 保管場所の地域
endpoint text 保管場所のエンドポイント
bucket text 保管場所のバケット
use_http boolean 保存場所にはHTTPSではなくHTTPを使用する
skip_signature boolean 保存場所の署名検証をスキップする

4.9 Supported AWS instances
Lakehouseノードをデプロイする際は、m6idファミリーのインスタンスからインスタンスタイプを選択す
る必要があります。重要なのは、これらのインスタンスには NVMeドライブが接続されていることです。

インスタンスは一時的なものです。これらの NVMeドライブは、クエリ処理中のスピルアウト領域と、デ
ルタテーブルをディスクにキャッシュするためにのみ使用されます。NVMeドライブ上のすべてのデータ
は、クラスターがシャットダウンされると失われます。

システムテーブルは永続化されます。システムテーブル内の永続データ (ユーザー、ロールなど)は、接
続されたブロックストレージデバイスに保存され、一時停止/再開サイクルを経ても保持されます。

サポートされているインスタンス

API Name Memory vCPUs Cores Storage

m6id.large 8.0 GiB 2 vCPUs 1 118 GB NVMe SSD
m6id.xlarge 16.0 GiB 4 vCPUs 2 237 GB NVMe SSD
m6id.2xlarge 32.0 GiB 8 vCPUs 4 474 GB NVMe SSD
m6id.4xlarge 64.0 GiB 16 vCPUs 8 950 GB NVMe SSD
m6id.8xlarge 128.0 GiB 32 vCPUs 16 1900 GB NVMe SSD
m6id.12xlarge 192.0 GiB 48 vCPUs 24 2850 GB (2 * 1425 GB NVMe SSD)
m6id.16xlarge 256.0 GiB 64 vCPUs 32 3800 GB (2 * 1900 GB NVMe SSD)
m6id.24xlarge 384.0 GiB 96 vCPUs 48 5700 GB (4 * 1425 GB NVMe SSD)
m6id.32xlarge 512.0 GiB 128 vCPUs 64 7600 GB (4 * 1900 GB NVMe SSD)

4.9. Supported AWS instances 23
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第5章 Delta Lake

Delta Lakeは、ACID保証、スキーマの適用、タイムトラベル、スケーラブルなパフォーマンスを備えた最
新のデータレイクを強化するオープンソースのテーブル形式とトランザクションレイヤーです。

EDBは、Analytics Acceleratorの一部として Delta Lakeテーブルをクエリするためのファーストクラスの
サポートを可能にし、大規模なレイクハウスデータで Postgres SQLを操作できるようにします。

Hybrid Manager (HM)内で Delta Lakeが使用および管理される方法の詳細については、 Delta Lakeを参照
してください。

5.1 Delta Lakeとは
Delta Lakeは、S3、GCS、Azure Data Lake Storageなどのオブジェクトストレージシステムにデータベー
スのような信頼性と一貫性を追加します。

主な特徴:

• 強力なデータ一貫性を備えた ACIDトランザクション

• スキーマの強制とスキーマの進化のサポート

• データの履歴バージョンを照会するためのタイムトラベル

• バッチおよびストリーミングのサポート

• Apache Parquet上にトランザクションログ (_delta_log )を備えたオープンフォーマット

関連概念: オープンテーブル形式

5.2 Delta LakeがEDB分析にとって重要な理由
Delta Lakeのサポートにより、Analytics Acceleratorは次のことが可能になります。

• Postgres SQLを使用して既存の Delta Lakeテーブルをクエリする

• Postgres、Spark、Trino、Prestoなど、相互運用可能なデータアーキテクチャをサポートします。

• システム間の不要なデータの重複や移動を排除

• Lakehouseクラスター内の分析クエリに、管理されたバージョン管理されたデータを提供する

関連概念: EDB Postgres Lakehouse

https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/delta_lake
https://parquet.apache.org/
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5.3 EDBがDelta Lakeを活用する方法
EDB Postgres Lakehouseクラスターは、PGAA拡張機能を通じて Delta Lakeデータへのアクセスを提供し
ます。

• CREATE TABLE ... USING PGAA WITH (pgaa.format = 'delta', ...)を使用してDelta Lake外
部テーブルを定義する

• Apache DataFusionを使用したベクトル化実行により、Parquetベースの Delta Lakeテーブルを効率的
にクエリします。

• スキーマの進化やタイムトラベルなどの Delta Lake機能のメリットを享受

現在の主なサポート: 既存の Delta Lakeテーブルのクエリ。PGDオフロードは現在 Icebergを対象として
います。Delta読み取りサポートにより、既存の Deltaベースのデータレイクとの統合が可能になります。

5.4 一般的な使用例

Use case Delta Lake + Analytics Accelerator

Business intelligence re-
porting

Query Delta Lake tables using Postgres SQL and BI tools

Data science and ma-
chine learning

Access Delta tables for model training and feature engineering

Data lake governance Utilize Delta’s ACID guarantees with Lakehouse SQL access
Cross-platform interoper-
ability

Query Delta Lake data alongside Spark, Trino, and Postgres Lakehouse

5.5 役割ベースのガイダンス
• データベース管理者 (DBA)

• Data scientist / analyst

• DevOps / SRE

• アプリケーション開発者

5.6 学習パス
• Analytics Accelerator 101: Foundational concepts

• Analytics Accelerator 201: Practical application and core solutions

• Analytics Accelerator 301: Advanced techniques and optimization

26 第 5章 Delta Lake
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5.7 関連概念
• データレイクハウス

• 列指向ストレージ形式

• ストレージとコンピューティングの分離

• オープンテーブル形式

5.8 次のステップ
ハイブリッドマネージャーユーザー向け

• Delta Lake

ハウツーガイド

• Query Delta Lake tables

• Configure PGFS for Delta Lake

• Performance tuning for Delta Lake queries

Analytics Accelerator learning guideでさらに詳しく調べてください。

5.7. 関連概念 27
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第6章 Apache Iceberg

Apache Icebergは、オブジェクトストレージ上に構築されるデータレイク向けに設計された、高性能なオー
プンテーブル形式です。スケーラブルなメタデータ管理、スキーマ進化、そして ACIDトランザクション
を提供します。

EDBは Analytics Accelerator内で Icebergサポートを有効にし、Postgresが大規模なデータレイクテーブル
を効率的にクエリおよび管理できるようにします。

Hybrid Manager (HM)での実装については、Working with Apache Iceberg in EDB HMを参照してください。

6.1 Apache Icebergとは
Icebergは、データレイク向けに設計されたテーブル形式です。データファイル（Parquet、ORC、Avro）の
整理と追跡方法を定義し、オブジェクトストレージにデータベースのような多くの機能を追加します。

6.1.1 主な目標
• 信頼性: 同時操作によるデータの一貫性を確保

• パフォーマンス: パーティションプルーニングとメタデータの最適化により高速クエリが可能になり
ます

• スケーラビリティ: ペタバイト規模のテーブルを管理するように設計されています

• オープン性: 幅広いエコシステムのサポートを備えた Apache Software Foundationプロジェクト

関連概念: Generic concepts - open table formats

6.2 主な機能と利点
• スキーマの進化: テーブルデータを書き換えずに列を安全に追加、削除、または変更できます

• 隠しパーティショニング: データを透過的にパーティション分割し、効率的なパーティションプルー
ニングを可能にします

• タイムトラベルとバージョン管理: 履歴テーブルバージョンのクエリをサポート

• ACIDトランザクション: 楽観的同時実行性を使用してトランザクションの保証を提供します

• 複数のファイル形式のサポート: Parquet、ORC、Avroファイルを管理します

• 効率的なメタデータ管理: メタデータツリー構造を使用して、高速なクエリ計画とデータスキップを
実現します。

https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics
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• カタログ統合: RESTベースのカタログ（Project Nessie、AWS Glue）、Hive Metastoreなどをサポート
します

6.3 EDB分析においてApache Icebergが重要な理由
Icebergサポートにより、Analytics Acceleratorは次のことが可能になります。

• 運用データと分析データを統合: 従来の Postgresデータと並行して Icebergテーブルをクエリします

• 費用対効果の高いオブジェクトストレージを活用: 大規模な履歴データセットを効率的に保存

• パフォーマンスの向上: ベクトル化されたエンジンで Icebergメタデータとパーティションプルーニ
ングを使用する

• 階層型ストレージをサポート: PGDは階層型テーブル戦略の一環として Icebergにデータをオフロー
ドできます

• 相互運用性を実現: Spark、Presto、Trino、Flink、Dremioなどのツールとデータを共有します

関連概念: Analytics Accelerator concepts - EDB Postgres Lakehouse

6.4 EDBソリューションが Icebergサポートを実装する方法
6.4.1 PGAA拡張
Lakehouseノードと PGDノード内の Postgres Analytical Appliance (PGAA)コンポーネントは、Icebergメ
タデータとデータファイルを読み取り、操作できます。

6.4.2 カタログ接続
PGAAは、以下を使用して Icebergカタログ (Lakekeeper、AWS Glue、RESTカタログなど)に接続します。

SELECT pgaa.add_catalog(...);

SELECT pgaa.attach_catalog(...);

これにより、テーブルの検出、スキーマの読み取り、データのクエリが可能になります。

Iceberg テーブルのクエリ ユーザーは、Iceberg テーブルを参照する外部テーブルを Postgres で定義でき
ます。

CREATE TABLE my_table USING PGAA WITH (

pgaa.format = iceberg,

pgaa.managed_by = my_catalog,

pgaa.catalog_namespace = my_db,

pgaa.catalog_table = my_table

);

定義されると、テーブルは Postgres SQLを使用して完全にクエリ可能になります。
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6.4.3 Icebergテーブルへの書き込み
PGDは、オブジェクトストレージ内の Iceberg形式にデータをオフロードできます。

新しい氷山テーブルを作成できます

既存の氷山テーブルは、

オフロード操作は通常、階層型テーブル戦略に従います。

関連概念: 階層型テーブル

6.5 関連トピック
• Learn Generic Analytics Concepts

• Learn Analytics Accelerator Concepts

• How-To: Configure an Iceberg REST catalog connection in Hybrid Manager

6.5. 関連トピック 31
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第7章 EDB Postgres Lakehouse

EDB Postgres ® Lakehouseは、Postgresベースの分析に最新のレイクハウスアーキテクチャをもたらします。

Apache Icebergや Delta Lakeなどのオープンテーブル形式を使用して、オブジェクトストレージ (S3互換)
に保存されたデータに対して高速な SQLベースの分析を可能にします。

Hybrid Manager (HM)での実装と管理については、 EDB Postgres Lakehouseを参照してください。

7.1 EDB Postgres Lakehouseとは
EDB Postgres Lakehouseは、次のようなアーキテクチャパターンと機能のセットです。

• Postgresを最新のレイクハウスパターンと統合する

• オブジェクトストレージ内のデータに対して高速かつスケーラブルな分析を提供する

• ベクトル化されたクエリ実行と列指向のストレージ形式を使用する

• 相互運用性とデータガバナンスのためにオープンテーブル形式を活用する

関連概念: データレイクハウス

7.2 Lakehouseが EDB分析にとって重要な理由
Lakehouseを使用すると、Analytics Acceleratorユーザーは次のことが可能になります。

• オブジェクトストレージ上で高速 SQL分析を実行 -データ移動は不要

• コスト効率を高めるためにストレージとコンピューティングを分離する

• 外部ツール（Spark、Trino、Flink、データサイエンスフレームワーク）との相互運用性をサポート

• PGD階層化テーブルのクエリを Icebergにシームレスにオフロード

• Postgresを中心とした統合 OLTP + OLAPアーキテクチャを実現します

関連概念: Analytics Accelerator concepts

7.3 EDBがレイクハウスアーキテクチャを実装する方法
コアコンポーネント:

• EDB Postgres Lakehouseノード :

• ステートレス分析コンピューティングノード

https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/lakehouse
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• ハイブリッドマネージャー（HM）またはセルフマネージドでプロビジョニングおよび管理

• ベクトル化されたクエリエンジン :

• Apache DataFusionによって提供

• Parquetやその他の列指向形式でデータを効率的に処理します

• PGAA :

• Lakehouseの動作を有効にする Postgres拡張機能:

• 氷山とデルタ湖を見渡す外部テーブル

• PGDホットデータとオフロードされたコールドデータへの統合アクセス

• PGFS :

• オブジェクトストレージへの統合アクセス層

• S3、GCS、MinIO、Azure Data Lake Storage、および互換システムをサポート

• オープンテーブル形式 :

• Apache Iceberg（カタログを含む完全サポート）

• Delta Lake（読み取り専用サポート）

関連概念:

• ストレージとコンピューティングの分離

• ベクトル化されたクエリエンジン

• 列指向ストレージ形式

• オープンテーブル形式

7.4 一般的な使用例

Use case EDB Postgres Lakehouse capability

Business intelligence &
reporting

Run fast, scalable SQL on data in object storage

Historical analytics Seamlessly query offloaded PGD Tiered Tables
Data lake analytics Query existing Iceberg and Delta Lake tables without ETL
Data science pipelines Provide efficient access to training data and features
Hybrid architectures Enable Postgres-centered OLTP + OLAP patterns

7.5 役割ベースのガイダンス
データベース管理者（DBA）

• Analytics Accelerator for your role: DBA
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データサイエンティスト/アナリスト

• Analytics Accelerator for your role: Data scientist / analyst

DevOps / SRE

• Analytics Accelerator for your role: DevOps / SRE

アプリケーション開発者

• Analytics Accelerator for your role: Application developer

7.6 学習パス
• Analytics Accelerator 101: Foundational concepts

• Analytics Accelerator 201: Practical application and core solutions

• Analytics Accelerator 301: Advanced techniques and optimization

7.7 関連概念
• データレイクハウス

• ストレージとコンピューティングの分離

• ベクトル化されたクエリエンジン

• 列指向ストレージ形式

• オープンテーブル形式

7.8 次のステップ
ハイブリッドマネージャーユーザー向け

• EDB Postgres Lakehouse

ハウツーガイド

• Create a Lakehouse cluster

• Query existing Apache Iceberg tables

• Query Delta Lake tables

Analytics Accelerator learning guideでさらに詳しく調べてください。

7.6. 学習パス 35
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第8章 Analytics Accelerator learning resources

このガイドは、Postgres ® 上に構築された Analytics Acceleratorのすべてのドキュメントを参照するのに
役立ちます。コアコンセプトの理解、ステップバイステップのチュートリアルの実施、特定の問題の解決、
あるいはアナリティクスを自分の役割にどのように適用するかの検討など、このガイドは適切なリソース
を見つけるのに役立ちます。

ドキュメントは、効果的に学習し、情報を効率的に見つけられるように構成されています。

8.1 ドキュメントのカテゴリ
8.1.1 構造化された学習パス
構造化された学習パスに従って、基礎概念から高度な実装まで進みます。

学習パスを調べる: Analytics Accelerator learning paths

• Analytics Accelerator 101: Foundational concepts

• Analytics Accelerator 201: Practical application and core solutions

• Analytics Accelerator 301: Advanced techniques and optimization

8.1.2 概念の説明
分析の原則、最新のデータアーキテクチャ、分析アクセラレータのテクノロジーと戦略に関する基礎知識
を構築します。

探索: Explained: Analytics Accelerator concepts and technologies

一般的な分析の概念、Analytics Acceleratorのビジョン、 EDB Postgres Lakehouse、Apache Iceberg、Delta
Lake、Tiered Tables、アーキテクチャパターンなどのコアテクノロジーの詳細について説明します。

8.1.3 チュートリアル
完全なプロジェクトやシナリオを通して実践的に学びます。実践的なスキルを身につけ、ご自身の環境に
分析を適用しましょう。

探索: Analytics Accelerator tutorials index
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8.1.4 ハウツーガイド
Analytics Acceleratorに関連する一般的なタスクの簡潔な手順を見つけます。

探索: Analytics Accelerator how-to guides index

8.1.5 ユースケースとソリューション
Analytics Acceleratorがビジネス上の問題に対処し、業界全体にわたるアーキテクチャパターンをサポート
する方法をご覧ください。

探索: Analytics Accelerator use cases

8.1.6 ペルソナベースのガイダンス
あなたの技術的役割に合わせて調整された、厳選された情報と学習パスにアクセスします。

探索: Analytics Accelerator for your role

8.1.7 ハイブリッドマネージャー (HM)の分析アクセラレータ
このセクションでは、EDBのマネージドサービスのユーザー向けに、Analytics Acceleratorの概念とテク
ノロジが Hybrid Managerでどのように実装、プロビジョニング、管理されるかについてのドキュメントを
提供します。

探索: Analytics in Hybrid Manager
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この学習ガイドを使用して、コア概念から始める場合でも、高度なアーキテクチャを深く理解する場合で
も、Analytics Acceleratorドキュメントの学習パスを計画してください。

9.1 Analytics Accelerator concepts and technologies
このセクションを使用して、Analytics Acceleratorを定義するコア概念、テクノロジー、アーキテクチャ
パターン、および戦略を明確に理解します。

このセクションは以下を補足します:

• How-To Guides̶ステップバイステップのタスク用

• Analytics Terminology ̶この分野で使用されているキーワード

EDB Hybrid Manager (HM)環境に固有の説明については、Analytics in Hybrid Managerを参照してください。

9.2 Analytics Accelerator concepts and technologies

9.2.1 基礎的な分析と最新のデータアーキテクチャ
今日の分析環境を形成する業界のトレンドとアーキテクチャパターンを理解します。

一般的な概念

• Analytics Accelerator generic concepts

データウェアハウス、データレイク、レイクハウスアーキテクチャ、列指向ストレージ、ベクトル化エン
ジン、ストレージとコンピューティングの分離などの基本用語。

追加記事（近日公開予定）

• データレイクハウスへの進化

• オープンテーブル形式の重要性（アイスバーグ、デルタレイク、Hudi）

• 分析における列指向ストレージと行指向ストレージの利点とトレードオフ

https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/learn/how-to/
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9.3 Analytics Accelerator concepts and technologies

9.3.1 Analytics Acceleratorのコアコンポーネントの詳細
EDB Postgresで高度な分析を可能にするコアコンポーネントについて学習します。

EDB Postgresレイクハウス

• EDB Postgres Lakehouse: 概要（近日公開予定）

• EDB Postgres Lakehouse: 詳細な概念と用語（近日公開予定）

EDB Postgresによるオープンテーブル形式

• EDBソリューションを使用した Apache Icebergの理解 (近日公開)

• EDBソリューションを使用した Delta Lakeの理解 (近日公開)

EDB Postgres Distributed (PGD)によるデータ管理と階層化

• EDB Postgresによる階層化テーブルの理解（近日公開予定）

基礎となるエンジンコンポーネント

• EDBのレイクハウスにおける PGAAと PGFSの役割（近日公開予定）

• EDB Postgresでの Apache DataFusionによるベクトル化されたクエリ実行 (近日公開)

9.4 Analytics Accelerator concepts and technologies

9.4.1 EDBハイブリッドマネージャー（HM）内の分析を理解する
EDBの分析テクノロジーが Hybrid Managerでどのように実装され、管理されるか。

主要な HM分析ドキュメントのエントリポイント

• Analytics in Hybrid Manager

• Analytics concepts within Hybrid Manager
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9.4.2 AI/MLワークロードと相互運用性
Analytics Acceleratorは汎用分析をサポートし、AI/MLパイプラインのプラットフォームコンポーネント
としても機能します。

• Lakehouseノードは、モデルのトレーニングで使用される大規模なデータセットへの効率的なアクセ
スを提供します。

• 階層化されたデータパターンと ELTパイプラインにより、AI/ML処理用にデータをステージングで
きます。

AI/ML固有の概念については、 AI Factory conceptsを参照してください。

Analytics Accelerator concepts

このページでは、EDBが Analytics Acceleratorと Hybrid Manager (HM)を通じて最新の分析機能を提供
する方法について説明します。

確立された業界のパターンとテクノロジーを基盤としています。この分野に初めて触れる場合は、まず以
下の内容から始めてください。

• Analytics Terminology ̶使用されている重要な用語を学ぶ

• Analytics Accelerator generic concepts̶一般的なアーキテクチャとパターンを理解する

EDBの Postgres分析ビジョン

EDBは Analytics Acceleratorを通じて最新の分析パターンを実装し、Postgresが運用ワークロードと分析
ワークロードの両方の統合プラットフォームとして機能できるようにします。

主な原則:

• 運用データの近くで分析を実行し、データの移動と遅延を削減します

• オブジェクトストレージの高速分析には、オープンフォーマットとベクトル化されたクエリエン
ジンを使用します。

• コストとパフォーマンスのバランスをとるためにデータ階層化をサポート

• コンピューティングとストレージを分離し、独立したスケーリングを可能にする

• ハイブリッドマネージャーを介してスタック全体を管理します

関連概念: データレイクハウス

主要な EDBソリューションとテクノロジー

EDB Postgresレイクハウス

Lakehouseアーキテクチャにより、 EDB Postgresはオブジェクトストレージ内のデータをクエリできるよ
うになります。
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• Lakehouseノードはオープンテーブル形式でデータをクエリします (Iceberg、Delta Lake)

• Apache DataFusionによるベクトル化されたクエリ実行

• Parquetなどの列指向ストレージ形式

• コンピューティングとストレージの分離

関連概念:

• 列指向ストレージ形式

• ベクトル化されたクエリエンジン

• ストレージとコンピューティングの分離

• オープンテーブル形式

ベクトル化されたクエリの最適化

Analytics Acceleratorは Lakehouseノードに Apache DataFusionを埋め込みます。

• データを列状のバッチとして処理します

• SIMD命令を使用してパフォーマンスを高速化します

• Parquet形式のデータに最適化

関連概念: ベクトル化されたクエリエンジン

EDB Postgres分散 (PGD)と階層化テーブル

EDB Postgres Distributed (PGD)は階層型テーブルを実現します:

• BDR AutoPartitionは時間ベースのパーティショニングを管理します

• コールドデータは自動的にオブジェクトストレージにオフロードされます（アイスバーグテーブル）

• ホットデータはトランザクション PGDノードに残ります

これにより、運用パフォーマンスとコスト効率の高い履歴データアクセスのバランスが取れます。

関連概念:

• データ階層化

• ETL/ELT
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高度なクエリ最適化

Analytics Acceleratorは、分析のためのコア Postgres機能を改善します。

• 強化された並列クエリ処理

• 分析ワークロード向けに最適化された結合アルゴリズム

• 高性能 OLAPクエリのためのベクトル化エンジンとの緊密な統合

関連概念: OLAP / OLTP

分析と AI/MLワークロード

Analytics Acceleratorは、従来の分析と AI/MLデータパイプラインをサポートします。

• レイクハウスノードは、モデルのトレーニングで使用される大規模なデータセットへの効率的なアク
セスを提供します

• 階層型データパイプラインは、コスト効率の高い AI/MLステージングパターンをサポートします

• オープンテーブル形式により、ベクター検索および 検索拡張生成 (RAG) ワークフローとの統合が
可能

関連概念:

• セマンティック検索

• ベクトル埋め込み

• 検索拡張生成 (RAG)

EDBが製品間で分析を実装する方法

ハイブリッドマネージャー (HM)

Hybrid Managerはコントロールプレーンとして機能します。

• Lakehouseクラスターのプロビジョニングと管理

• 階層型テーブルの構成と監視

• ストレージの場所、カタログ接続、およびコンピューティングノードを管理する

EDB Postgres Advanced Server/拡張サーバー

EDB Postgres Advanced Serverには次の機能が追加されます。

• 並列クエリ機能の改善

• 分析に役立つ高度な SQL機能

• PGAA（Postgres Generic Analytics Adapter）機能のネイティブサポート
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EDB Postgres分散 (PGD)

PGDは次の基盤を提供します。

• 高可用性トランザクションワークロード

• データの階層化とオフロード（階層化テーブル）

• Lakehouseクラスターと統合するスケーラブルなアーキテクチャ

次に進む

• Analytics Terminology

• Analytics Accelerator generic concepts

• Analytics How-To Guides

• Analytics Use Cases

Analytics Accelerator generic concepts

このハブでは、最新のデータ分析プラットフォームの基盤を形成する主要な業界の概念、アーキテクチャ、
テクノロジーについて説明します。

これらの概念を理解することで、EDBのアナリティクス・アクセラレータが実証済みのパターンに基づい
てどのように構築されているかを理解するのに役立ちます。EDBがこれらのアイデアをどのように実装し
ているかについては、 Analytics Accelerator conceptsをご覧ください。

アーキテクチャ

データウェアハウス

概要: 構造化された SQLベースの分析に最適化された集中型リポジトリ。スキーマオンライトを採用し、
高速な分析クエリ向けに設計されています。

理由: ビジネスインテリジェンスチームには、レポート作成や履歴分析を行うための信頼できる一貫性の
あるデータが必要です。

方法: データは、ETLプロセスを通じて、強力な型指定と制約を持つリレーショナルテーブルにロードさ
れます。

使用する理由: 既知の一貫性のあるレポートのニーズに対応できる高いパフォーマンスと、データ品質に
対する強力なガバナンスが必要な場合。

これが EDB Postgres Lakehouseにどのような影響を与えるかを学びます。

データレイク

内容: 生データ（構造化データ、半構造化データ、非構造化データ）用の柔軟なリポジトリ。読み取り時に
スキーマを実行します。

理由: データレイクを使用すると、すべてのデータをネイティブ形式で低コストで保存できます。
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方法: データはファイルとしてオブジェクトストレージ (S3、GCSなど)にロードされます。多くの場合、
形式は Parquetまたは ORCです。

使用する理由: ユースケースの全セットを把握する前であっても、利用可能なすべてのデータをキャプチャ
し、後で柔軟な処理を実行する必要がある場合。

More on data lakes

これが EDB Postgres Lakehouseにどのような影響を与えるかを学びます。

データレイクハウス

概要: データレイクの柔軟性とデータウェアハウスのパフォーマンスおよび信頼性を組み合わせた最新の
アーキテクチャ。

理由: 組織は、大量のデータを移動することなく、データサイエンスと BIの両方に 1つのシステムを必要
としています。

方法: データは、構造、トランザクション、メタデータを追加するオープンテーブル形式を使用してレイ
ク (オブジェクトストレージ)に保存されます。

使用する理由: スケーラブルで低コストのストレージが必要であり、ACID保証と高パフォーマンスのクエ
リも必要な場合。

Lakehouse architecture paper (Armbrust et al.)

Apache Iceberg

Delta Lake

Apache Hudi

これが EDB Postgres Lakehouseにどのような影響を与えるかを学びます。

主要技術

列指向ストレージ形式

概要: 行ではなく列をまとめて保存するデータ形式。

理由: ほとんどの分析クエリは列のサブセットにのみアクセスします。列を直接読み取ることでパフォー
マンスが向上し、I/Oが削減されます。

方法: 一般的な形式は、圧縮と列プルーニングをサポートする Apache Parquetと Apache ORCです。

使用する理由: 大規模で読み取り負荷の高い分析クエリを実行し、スキャン速度を最大限に高めたい場合。

EDB Postgres Lakehouseでこれがどのように使用されるかを確認してください。

ベクトル化されたクエリエンジン

概要: 行ごとではなく列のバッチ (ベクトル)でデータを処理するクエリエンジン。

理由: 列形式のバッチは CPUキャッシュの動作と SIMD命令に一致するため、分析が大幅に高速化され
ます。
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方法: Apache DataFusionや Veloxなどのエンジンはベクトル化された実行を実装します。

使用する理由: 分析ワークロードが CPUに依存しており、パフォーマンスが重要である場合。

ベクトル化されたクエリの最適化でこれがどのように使用されるかを確認してください。

ストレージとコンピューティングの分離

概要: コンピューティング (クエリエンジン)とストレージ (オブジェクトストレージ)が分離されたアー
キテクチャ。

理由: これにより、個別にスケーリングして、コストとパフォーマンスを最適化できます。

方法: Analytics Acceleratorなどのシステムは、データにはオブジェクトストレージ (S3など)を使用し、ク
エリにはステートレスコンピューティングノードを使用します。

使用する理由: コンピューティングのニーズが急増したり予測不能になったりして、過剰なプロビジョニ
ングを避けたい場合。

EDB Postgres Lakehouseでこれがどのように使用されるかを確認してください。

オープンテーブル形式

概要: データベース機能 (ACIDトランザクション、スキーマの進化)をデータレイクに提供する形式。

理由: オープンテーブル形式がなければ、レイクデータはばらばらのファイルの集合体となってしまいま
す。そのため、構造化とガバナンスが必要です。

どうやって：

• Apache Icebergはメタデータレイヤーとマニフェストファイルを使用します

• Delta Lakeはトランザクションログを使用します ( delta-rs )

• Apache Hudiはストリームファーストアップデートに重点を置いています

使用する理由: レイクベースのデータに対する強力なデータ管理が必要な場合。

EDB Postgres Lakehouseでこれがどのように使用されるかを確認してください。

コアコンセプト

OLAP / OLTP

何：

• OLAP:大規模データセットに対する分析クエリ（集計、傾向）

• OLTP:大容量、小規模なトランザクション（更新、挿入）

理由: ワークロードによってパフォーマンスプロファイルが異なります。

方法: OLAPは列ベースのストレージと並列実行によって最適化されます。OLTPは行ベースのストレージ
とトランザクション保証を使用します。

使用理由: ワークロードの種類ごとに適切なアーキテクチャを選択するため。

高度なクエリ最適化でこれがどのように使用されるかを確認してください。
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ETL/ELT

何：

• ETL:抽出、変換、ロード

• ELT:抽出、ロード、変換 (レイクまたはウェアハウス内)

理由: ELTは、大規模な生データを処理する最新のレイクハウスの機能を活用します。

方法: データはオブジェクトストレージにステージングされ、クエリエンジンまたはパイプラインを使用
して変換されます。

使用する理由: データの取り込みを簡素化し、パイプラインの柔軟性を高めます。

Analytics Accelerator conceptsでこれがどのように使用されるかを確認してください。

データ階層化

概要: アクセスパターンに基づいてデータをホット、ウォーム、コールドに分類します。

理由: すべてのデータに高速ストレージが必要なわけではありません。コールドデータを安価なストレー
ジに移動すると、コストを節約できます。

方法: データはストレージタイプ (高速 SSD、オブジェクトストレージ)間で物理的に分離されます。

使用理由: ストレージコストとパフォーマンスを最適化するため。

Analytics Accelerator conceptsでこれがどのように使用されるかを確認してください。

セマンティック検索

内容: キーワードだけでなく意味を理解する検索。

理由: ユーザーはよりスマートな検索エクスペリエンスを期待しています。

方法: データはベクトル埋め込みとして表現され、類似性検索を使用して比較されます。

使用理由: AIおよび最新のアプリでの検索アプリケーションをサポートするため。

Analytics Accelerator conceptsでこれがどのように使用されるかを確認してください。

ベクトル埋め込み

概要: 高次元空間におけるデータ (テキスト、画像、音声)の数値表現。

理由: 完全一致を超える類似性の比較を有効にします。

方法: FAISS、 Pineconeなどのライブラリや多くのMLモデルは埋め込みを生成して使用します。

使用理由: AI/MLの検索および取得タスクに。

Analytics Accelerator conceptsでこれがどのように使用されるかを確認してください。
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検索拡張生成 (RAG)

内容: LLMが回答する前に外部ソースからドキュメントを取得する AIパターン。

理由: LLM応答がより正確になり、データに基づいたものになります。

方法: ベクトル検索は関連する埋め込みを取得し、LLMはそれをプロンプトと組み合わせます。

使用する理由: AI駆動型アプリの事実の正確性を向上させるため。

Intro to RAG

Analytics Accelerator conceptsでこれがどのように使用されるかを確認してください。

追加の概念

複数エンジンの相互運用性

概要: 複数のクエリエンジンがレイク内の共有データにアクセスできるアーキテクチャ。

理由: 組織は柔軟性を求めています。つまり、さまざまなユースケース (SQLエンジン、データサイエン
スノートブック、ストリーミングエンジン)にさまざまなツールが必要です。

方法: オープンテーブル形式 (Iceberg、Delta Lake)により、マルチエンジンアクセスが可能になります。

• Sparkがデータを書き込む→ Trino、Postgres Lakehouse、その他のエンジンがそれをクエリできます。

• PGDはデータをオフロードします→ Lakehouseクラスターと外部エンジンがそれを分析できます。

使用する場合: ベンダーロックインのない柔軟なデータアーキテクチャを構築します。

データの鮮度とレイテンシ

内容: データがレイクに到着するとすぐに、遅延を最小限に抑えてクエリを実行できます。

理由: ビジネスユーザーは、新しいデータへのほぼリアルタイムのアクセスをますます期待するようになっ
ています。

方法: Lakehouseアーキテクチャはこれをサポートします。

• ELTパイプラインはレイクのデータを継続的に更新できます。

• オープンテーブル形式は、アトミックコミットとトランザクションの可視性をサポートします。

• ベクトル化された Lakehouseエンジンは、更新されたデータを即座にクエリできます。

使用する場合: 完全なウェアハウス ETLサイクルを必要とせずに、運用データまたはストリーミングデー
タを分析します。

次に進む

• Analytics Accelerator concepts

• Analytics How-To Guides

• Analytics Terminology
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Analytics Terminology

このページでは、Analytics Acceleratorおよび Hybrid Manager (HM)の分析機能で使用される主要な用語を
定義します。

概念、ハウツー、機能ガイドを調べるときに、クイックリファレンスとして使用します。

アパッチアイスバーグ

オブジェクトストレージに保存される大規模な分析データセット向けのオープンテーブル形式。スキーマ
進化、タイムトラベル、そして多くの分析エンジン（Spark、Trino、Flink、Postgres）との相互運用性を提
供します。

Apache Iceberg

デルタ湖

データレイクに ACIDトランザクションと信頼性を追加するオープンテーブル形式とストレージレイヤー。
_delta_logトランザクションログを備えた Parquetファイル上に構築されています。

Delta Lake

データレイクハウス

データレイクとデータウェアハウスの要素を組み合わせた最新のアーキテクチャ:

• オブジェクトストレージにデータを保存する

• オープンテーブル形式（Iceberg、Delta Lake）をサポート

• ベクトル化されたクエリエンジンを使用して高速な SQL分析を提供します

• ストレージをコンピューティングから分離

関連概念: データレイクハウス

EDB Postgres Lakehouseクラスター

オブジェクトストレージに保存されているデータに対して高速SQLクエリを実行するために、Hybrid Manager
によってプロビジョニングされた管理された分析コンピューティングクラスター。

• Icebergおよび Delta Lake形式をサポート

• ベクトル化されたクエリエンジン（Apache DataFusion）を使用します

• スケーラビリティとコスト効率のためにストレージとコンピューティングを分離します

EDB Postgres Lakehouse
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EDB Postgres分散 (PGD)

Postgresの高度な分散バージョン:

• 高可用性とマルチマスターレプリケーションを提供

• 高度なデータ階層化パターン（階層化テーブル）を有効にします

• スケーラブルな分析のために Lakehouseクラスターとシームレスに連携

Learn more

階層型テーブル

PGD AutoPartitionを使用して大規模な時間ベースのデータセットを管理する機能:

• ホットデータは PGDトランザクションクラスタ内に残ります

• コールドデータは Apache Icebergテーブルとしてオブジェクトストレージにオフロードされます

• クエリはホットデータとコールドデータの両方に透過的にアクセスできます

EDB Postgres分散 (PGD)と階層化テーブル

PGAA (Postgres汎用分析アダプタ)

Postgresで次のことが可能になる拡張機能:

• オープンテーブル形式（Iceberg、Delta Lake）のクエリ

• オブジェクトストレージにマップする外部テーブルを定義する

• Power Lakehouseクラスタークエリ

• PGD階層化テーブルのオフロードとクエリを有効にする

Example in use

PGFS (Postgresファイルシステム)

Postgres がオブジェクト ストレージにアクセスするために使用できるストレージの場所 を定義する拡張
機能。

• PGAAと PGDが氷山とデルタ湖へのアクセスに使用

• AWS S3、Google Cloud Storage、および互換性のあるサービスをサポート

• オブジェクトストレージをクエリする必要がある各 Lakehouseまたは PGDクラスターで構成する必
要があります

Example in use
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自動パーティション

PGD�� BDR (双方向レプリケーション)の機能:

• PGDテーブルの時間ベースのパーティションを自動的に作成します

• analytics_offload_periodが設定されている場合、古いパーティションをオブジェクトストレー
ジに自動的にオフロードします。

Example in use

BDR分析テーブル

内部 PGDコンセプト:

• analytics_tableビューは、どの PGDテーブルが Tiered Tableオフロードの対象としてマークされて
いるかを追跡します。

• 各テーブルの状態とオフロードの進行状況を追跡します

階層型テーブルの動作を監視および検証するのに役立ちます。

Example in use

氷山カタログ

Icebergテーブルのスキーマ、場所、バージョンを追跡するメタデータサービス:

• 複数のエンジン（Spark、Trino、Postgres）間での完全な相互運用性のために必要

• HM管理 (Lakekeeper)または外部 (AWS Glue、Nessie、Polarisなど)が可能

• PGAAと PGDはどちらも Iceberg RESTカタログへの接続をサポートしています

Example in use

レイクキーパー

HMが管理する Icebergカタログサービス:

• アイスバーグテーブルの中央カタログを提供します

• カタログ統合による PGD階層化テーブルオフロードをサポート

• カタログベースのテーブル検出を通じて Lakehouseクラスタークエリをサポート

• Iceberg RESTカタログ APIを使用

Example in use

9.4. Analytics Accelerator concepts and technologies 51

https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/learn/how-to/configure-tiered-autopartition
https://enterprisedb.com/docs/edb-postgres-ai/hybrid-manager/analytics/learn/how-to/monitor-tiered-tables


Analytics Lakehouse,リリース Q3 2025

オープンテーブル形式

分析に使用される標準化されたファイルレイアウトとメタデータ形式:

• Apache Iceberg

• デルタ湖

同じデータへのマルチエンジンアクセスを有効にします (Spark、Trino、Postgres Lakehouseなど)。

オープンテーブル形式

ベクトル化されたクエリエンジン

データを列バッチで（行ごとではなく）処理する分析エンジン:

• 分析クエリを高速化

• 最新の CPU機能（SIMD）を活用

• Lakehouseクラスターのクエリパフォーマンスを強化

EDB Lakehouseクラスターには、このために Apache DataFusionが埋め込まれています。

データ階層化

ホット、ウォーム、コールドデータを異なるストレージ層に保存する方法:

• ホット→高速トランザクション PGDノード

• コールド→オブジェクトストレージ (アイスバーグテーブル)

• 階層型テーブルは Postgres + HMでこのパターンを自動化します

関連概念: データ階層化

ストレージとコンピューティングの分離

Lakehouseアーキテクチャで使用されるパターン:

• オブジェクトストレージにデータを保存する (独立してスケーリング可能)

• ストレージとは独立して分析コンピューティング（Lakehouseクラスター）を拡張

コスト効率が高く、弾力性のある分析アーキテクチャを実現します。

関連概念: ストレージとコンピューティングの分離
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次のステップ

重要な用語を理解したら、

• Learn Analytics Concepts

• EDB Postgres Lakehouse

• EDB Postgres分散 (PGD)と階層化テーブル

• See How-To Guides

9.5 Analytics Accelerator learning paths
これらの学習パスを使用して、基礎概念から高度な実装や最適化手法に至るまで、段階的に知識を構築し
ます。

9.5.1 これらの学習パスの使い方
現在の知識と目標に合ったレベルを選択してください。各レベルには、概念説明、ハウツー記事、実践的
なチュートリアルを含む厳選ガイドへのリンクがあります。

高度なトピックと認定については、公式 EDBトレーニングプログラムをご覧ください。

9.6 Analytics Accelerator learning paths
対象者: 基礎知識を持ち、コアテクノロジーを実践的に適用できるユーザー。DBA、データエンジニア、開
発者に適しています。

焦点： EDB Postgres Lakehouse、PGDアナリティクス（階層化テーブルを含む）、Iceberg/Delta Lake統合
の実践的な使用方法。基本的なユースケースと構成。

学習内容:

• EDB Postgres Lakehouseクラスターのセットアップとクエリ

• Apache Icebergおよび Delta Lakeテーブルで作業する

• EDB Postgres Distributed (PGD)を使用して基本的な階層型テーブル構成を実装する

• BIツールを Analytics Acceleratorに接続する

• BIレポート、履歴データ分析、運用分析に分析を適用する

旅を続けましょう: Analytics Accelerator concepts + How-To Guides

9.7 Analytics Accelerator learning paths

9.7.1 EDBのトレーニングと認定
専門家による指導と公式認定については、EDBのトレーニングプログラムと認定をご覧ください。

• Analytics/Lakehouse (近日公開)
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• Analytics/Lakehouse (近日公開)

9.8 Analytics Accelerator learning paths

9.8.1 次のステップ
• Analytics Accelerator generic conceptsで基礎を築く

• Analytics Accelerator conceptsで EDBのアプローチを学ぶ

• How-To Guidesで知識を応用する

• Analytics Accelerator use casesで業界アプリケーションを探索

これらの学習パスを使用して、基礎知識から高度な最適化やアーキテクチャまで、Analytics Acceleratorの
専門知識を深めましょう。

Foundational concepts

アナリティクスアクセラレータの基盤となるコアとなる考え方を学ぶには、ここから始めましょう。この
レベルは、最新のアナリティクスの概念を初めて学ぶ方、または復習したい方向けに設計されています。

学習内容

• データウェアハウス、データレイク、レイクハウスアーキテクチャの基本概念

• 列指向ストレージとベクトル化クエリエンジン

• オープンテーブル形式: Apache Icebergおよび Delta Lake

• EDB Analytics Acceleratorのビジョンとコアアーキテクチャ

• 分析のためにストレージとコンピューティングを分離することの価値

始める前に

• Analytics Accelerator generic concepts

• Analytics Accelerator concepts

推奨学習パス

1. Analytics Accelerator generic concepts

2. Analytics Accelerator concepts

3. Understanding Apache Iceberg with EDB solutions (セクションリンクは後日提供)

4. Understanding Delta Lake with EDB solutions (セクションリンクは後日提供)

• EDB Postgres Lakehouse
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次のステップ

101を完了したら、次の作業に進みます。

Practical application and core solutions

基礎知識を基に、主要な Analytics Acceleratorテクノロジーを環境に適用し始めます。

学習内容

• EDB Postgres Lakehouseクラスターの設定とクエリ方法

• Apache Icebergと Delta Lakeのテーブルの使い方

• PGDで階層化テーブルを実装する方法

• BIツールを Analytics Acceleratorに接続する方法

• これらのテクノロジーを BIレポート、履歴データ分析、運用分析に適用する方法

始める前に

• Analytics Accelerator concepts

推奨学習パス

1. Create a Lakehouse cluster

2. Configure an Iceberg REST catalog connection

3. Query existing Apache Iceberg tables

4. Query Delta Lake tables

5. Configure PGD node group for analytics offload

6. Configure BDR AutoPartition with analytics offload

7. Query Tiered Tables from PGD and Lakehouse

8. Connect BI tools to the Lakehouse (必要に応じて)

次のステップ

201を完了したら、次の手順に従ってください。

�

Advanced techniques and optimization

高度な最適化とアーキテクチャパターンに関する専門知識を深めたい経験豊富なユーザー、アーキテクト、
エンジニア向けです。
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学習内容

• EDB Postgres Lakehouse、PGAA、PGFSの高度な構成

• ベクトル化されたクエリとオブジェクトストレージアクセスのパフォーマンスチューニング

• コストとパフォーマンスを最適化する複雑な階層型テーブル戦略

• 高度な Icebergカタログの管理とサードパーティカタログの統合

• Analytics Acceleratorと他のデータフレームワーク (Spark、ストリーミングプラットフォーム)を組
み合わせたソリューションの設計

• 複雑な分析クエリとデータパイプラインのトラブルシューティング

• 分析環境におけるセキュリティのベストプラクティス

始める前に

• Analytics Accelerator concepts

推奨学習パス

1. Performance tuning for Delta Lake queries

2. Monitor Tiered Tables status and storage savings

3. Advanced Iceberg catalog management (セクションリンクは後日提供)

4. Architectural patterns for real-time vs. batch analytics (セクションリンクは後日提供)

5. Analytics use cases and industry solutions

6. Analytics Accelerator for your role

7. Security best practices for analytics environments (セクションリンクは後日提供)

次のステップ

公式のトレーニングと認定を検討してください。

• EDB Training portal

9.9 a persona-based guide
このガイドでは、EDB Postgres ® AIと分析機能を特定の役割に合わせて活用する方法を解説します。EDB
EDB Postgres AIは、幅広い分析ニーズに対応する強力なプラットフォームを提供します。このガイドは、
目標達成に必要な機能に集中するのに役立ちます。

9.9.1 役割を素早く見つける
• データベース管理者 (DBA)

• DevOpsエンジニア /サイト信頼性エンジニア (SRE)
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• データサイエンティスト/データアナリスト

• アプリケーション開発者

これらのソリューションを EDB Hybrid Manager (HM) 内で実装および管理する方法の詳細については、
Analytics Accelerator for your role: a persona-based guideを参照してください。

9.9.2 データベース管理者 (DBA)

データベースインフラストラクチャのパフォーマンス、信頼性、コスト効率、管理性に重点を置きます。

主な目標と Analytics Acceleratorソリューション

パフォーマンスの監視とチューニング

遅いクエリ、ボトルネック、非効率的なリソース使用を特定します。HMダッシュボードを使用して、EDB
Postgres Lakehouseノードと PGDクラスターのパフォーマンスを監視します。Analytics Accelerator for your
role: a persona-based guide。

ストレージ管理とコストの最適化

大規模データベースと履歴データをコスト効率よく管理します。PGDと EDB Postgres Lakehouseの階層化
テーブルを使用して、コールドデータをオブジェクトストレージ（Icebergテーブルとして）にオフロード
します。 Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide。HMを介して階層化テーブルを管理し
ます。

キャパシティプランニング

ストレージとコンピューティングのニーズを予測します。Lakehouseと HMダッシュボードで、過去の成
長パターンと現在の使用率を分析します。Lakehouseのコンピューティングとストレージの分離を活用し
て、柔軟なスケーリングを実現します。

分析データのバックアップと復元

オブジェクトストレージ内のデータと関連メタデータを保護します。Icebergカタログのバックアップ戦略
とHMバックアップオプションに従ってください。Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide
。

分析のためのデータアクセスの確保

データアナリストとデータサイエンティストに、パフォーマンスに優れ安全なアクセスを提供します。
Lakehouseノードと PGDオフロードを使用することで、トランザクションシステムへの影響を最小限に抑
えます。
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推奨リソース

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

9.9.3 DevOpsエンジニア /サイト信頼性エンジニア (SRE)

自動化、インフラストラクチャ管理、スケーラビリティ、信頼性、および可観測性に重点を置きます。

主な目標と Analytics Acceleratorソリューション

自動プロビジョニングと管理

Hybrid Managerを使用して、コンソール、API、または CLI経由で Lakehouseクラスターと関連リソース
をプロビジョニングします。 Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide。

スケーラビリティと弾力性

需要に応じて Lakehouseのコンピューティングリソースを個別に拡張します。

監視と観測可能性

分析システムのパフォーマンス、健全性、コストを可視化します。HMダッシュボードとログ機能を活用
します。 Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide。

データパイプラインと分析アプリケーションのための CI/CD

スキーマの変更 (Icebergの進化)と PGD経由のデータオフロードを CI/CDパイプラインに統合します。

クラウドリソースのコスト管理

オブジェクトストレージと分析コンピューティングのコストを追跡・最適化します。HMリソースインサ
イトを活用します。

推奨リソース

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

9.9.4 データサイエンティスト/データアナリスト
洞察の抽出、モデルの構築、ビジネス上の質問への回答に重点を置きます。

58 第 9章 Analytics Accelerator learning resources



Analytics Lakehouse,リリース Q3 2025

主な目標と Analytics Acceleratorソリューション

大規模で多様なデータセットへのアクセス

Lakehouseノードを介して、Icebergまたは Delta Lakeテーブルとして保存された大規模データセットをク
エリできます。Python、R、SQLクライアント、BIツールを使用できます。

データの準備と探索

Lakehouseノードを介して SQLを使用してデータのフィルタリング、集計、変換を実行します。

オープンテーブル形式の操作

Icebergテーブルと Delta Lakeテーブルでスキーマの進化、タイムトラベル、ACIDトランザクションを活
用します。 Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide。 Analytics Accelerator for your role: a
persona-based guide。

データサイエンスツールおよびフレームワークとの統合

Lakehouseクエリの結果を pandas、Rデータフレームに読み込むか、Spark、TensorFlow、PyTorchで使用
します。

クエリパフォーマンス

Lakehouseノードのベクトル化されたクエリエンジンを使用して分析 SQLクエリを高速化します。

推奨リソース

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

9.9.5 アプリケーション開発者
データ駆動型アプリケーションの構築と洞察の埋め込みに重点を置きます。

主な目標と Analytics Acceleratorソリューション

分析機能を備えたアプリケーションの構築

Lakehouseノードまたは PGD読み取りレプリカを使用して、アプリケーションでレポート、ダッシュボー
ド、データ探索を提供します。
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大規模なレポートクエリを効率的に処理する

大規模な集計および履歴データクエリを Lakehouseノードにオフロードします。階層化テーブルを使用し
て、履歴クエリを分析層に転送します。

統合プラットフォームからデータにアクセスする

運用データと分析データの両方に一貫した SQLアクセスを提供します。

AI/ML対応アプリケーションの開発

Lakehouseノードを使用してMLモデルデータを保存およびアクセスします。

推奨リソース

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

• Analytics Accelerator for your role: a persona-based guide

より詳細なガイダンスについては、以下のリソースをご覧ください。HM 固有の実装手順については、
Analytics Accelerator for your role: a persona-based guideを参照してください。

9.10 Analytics Accelerator tutorials
このセクションでは、Analytics Acceleratorを使用して実用的なソリューションを構築するための詳細なス
テップバイステップのチュートリアルについて説明します。

チュートリアルは学習指向で、有意義な成果を達成するためのガイドとなります。多くの場合、複数の機
能や概念を組み合わせ、より大きな問題を解決する方法を解説します。

特定のタスクに関する簡潔で目標指向的な手順については、 How-To guidesを参照してください。Hybrid
Manager (HM)固有のチュートリアルについては、 HM analytics tutorialsを参照してください。

9.10.1 チュートリアルのカテゴリ
はじめにと基礎プロジェクト

EDBの高度な分析機能を初めて使用するユーザーや基礎プロジェクトを構築するユーザー向けのチュート
リアル。
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チュートリアル

** Analytics/Lakehouse ** レベル: 初心者 推定所要時間: 約 45 分使用製品: Postgres Lakehouse、PGAA、
PGFS最終結果: Postgres Lakehouseノードを立ち上げ、Postgresからオブジェクトストレージをクエリし
ます。関連概念: データレイクハウス、 EDB Postgres Lakehouse

** Analytics/Lakehouse ** レベル: 初心者 推定所要時間: 約 1 時間使用製品: Postgres Lakehouse、PGFS、
Delta Lake最終結果: 生データをオブジェクトストレージにロードし、Lakehouseテーブルとしてクエリを
実行します。関連概念: ストレージとコンピューティングの分離

** Analytics/Lakehouse ** レベル: 中級 所要時間: 約 1.5 時間 使用製品: PGAA、PGFS、PGD、Postgres
Lakehouse 最終結果: 複数のデータソースを統合された分析ビューに結合します。 関連概念: Analytics
Accelerator concepts

エンドツーエンドの EDB Postgres Lakehouse実装

取り込み、保存、クエリなど、Lakehouseのワークフロー全体を実証するプロジェクト。

チュートリアル

** Analytics/Lakehouse **レベル: 中級所要時間: 約 2時間使用製品: Postgres Lakehouse、PGAA、Iceberg
RESTカタログ、BIツール最終結果: 分析パイプラインを構築し、BIツールで Lakehouseデータを視覚化
します。関連概念: オープンテーブル形式

** Analytics/Lakehouse **レベル: 中級所要時間: 約 2～3時間使用製品: Postgres Lakehouse、PGFS、Delta
Lake最終結果: Delta形式を使用して履歴データセットを移行および分析します。関連概念: EDB Postgres
Lakehouse

** Analytics/Lakehouse **レベル: 上級所要時間: 約 2～3時間使用製品: Postgres Lakehouse、PGAA、BI
ツール (Tableau、PowerBI)最終結果: Lakehouseデータに基づいてインタラクティブな分析ダッシュボード
を構築します。関連概念: Analytics Accelerator concepts

分析と階層型ストレージのための高度な PGD

階層化、オフロード、ハイブリッド分析アーキテクチャに PGDを使用します。

チュートリアル

** Analytics/Lakehouse **レベル: 上級所要時間: 約 3時間使用製品: PGD、AutoPartition、Icebergカタロ
グ、Postgres Lakehouse 最終結果: 自動階層化を構成し、パーティションを Iceberg にオフロードします。
関連概念: データ階層化

** Analytics/Lakehouse **レベル: 上級所要時間: 約 2～3時間使用製品: PGD、PGAA、Postgres Lakehouse
最終結果: 階層型ストレージ層全体のクエリをチューニングおよびテストします。関連概念: Analytics
Accelerator concepts

** Analytics/Lakehouse **レベル: 上級所要時間: 約 2時間使用製品: PGD、AutoPartition、Postgres Lakehouse
最終結果: 階層化テーブルのデータ保持およびライフサイクル管理ポリシーを実装します。関連概念:
Analytics Accelerator concepts
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Gen AI Builderと分析機能を使用した AI搭載アプリケーションの構築

Gen AI Builder + Analytics Acceleratorを併用します。

AI/MLの詳細な概念については、 AI Factory conceptsを参照してください。

チュートリアル

** Analytics/Lakehouse **レベル: 中級推定所要時間: 約 1時間使用製品: Gen AI Builder、Griptape、Postgres
Lakehouse最終結果: ユーザーの問い合わせを分析データにルーティングする Griptape構造を構築します。
関連概念: Analytics Accelerator concepts

** Analytics/Lakehouse **レベル: 中級推定所要時間: 約 1時間使用製品: Gen AI Builder、Griptape、Postgres
Lakehouse最終結果: Lakehouseデータから口座残高を照会する Griptapeツールを構築します。関連概念:
Analytics Accelerator concepts

** Analytics/Lakehouse **レベル: 上級所要時間: 約 2時間使用製品: Gen AI Builder、Griptape、Postgres
Lakehouse、PGAA最終結果: オンデマンドで Lakehouseデータをクエリできる AIアシスタントを実装し
ます。関連概念: Analytics Accelerator concepts

業界ソリューションのウォークスルー

Analytics Acceleratorを使用して実際のビジネス問題を解決するためのエンドツーエンドのチュートリアル。

チュートリアル

** Analytics/Lakehouse **レベル: 上級所要時間: 約 2～3時間使用製品: PGD、PGAA、Lakehouse、スト
リーミングエンジン (Kafka、Flink)最終結果: Lakehouse +ストリーミングを使用して、リアルタイムの不
正検出パイプラインを構築します。関連概念: Analytics Accelerator concepts

** Analytics/Lakehouse **レベル: 中級所要時間: 約 2時間使用製品: PGD、AutoPartition、Lakehouse、BI
ツール最終結果: 階層型テーブルを使用してレポートデータマートアーキテクチャを実装します。関連
概念: OLAP / OLTP

このインデックスは、チュートリアルが追加されるにつれて大きくなります。Hybrid Manager (HM)固有
のチュートリアルについては、 HM analytics tutorialsを参照してください。
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